
  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、人

と
人
と
の
物
理
的
距
離
を
あ
け
、大
勢
が
集
ま

ら
な
い
よ
う
に
な
ど
行
動
の
自
由
が
制
限
さ

れ
、教
育
の
機
会
が
奪
わ
れ
、さ
ら
に
経
済
活
動

の
停
滞
・縮
小
は
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
。 

地
域
の
活
動
も
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い

る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
つ
な
が
り
で

は
、
対
面
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

及
び
よ
う
が
な
い
。
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
が

地
域
活
動
の
第
一
歩
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
コ

ロ
ナ
終
息
ま
で
地
域
の
人
の
つ
な
が
り
を
ど

の
よ
う
に
保
っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
か
、

当
分
の
間
試
行
錯
誤
が
続
き
そ
う
だ
。
私
た
ち

は
今
何
が
で
き
る
の
か
問
わ
れ
て
い
る
。「
コ

ロ
ナ
以
前
」
と
「
コ
ロ
ナ
以
後
」
と
社
会
史
で

将
来
区
分
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
重
大
な

節
目
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

日
本
の
歴
史
は
大
き
く
原
始
・
古
代
・
中
世
・

近
世
・
近
代
・
現
代
と
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
中
世
の
荘
園
制
を
崩
壊
さ
せ
近
世
の

幕
藩
体
制
樹
立
へ
の
移
行
期
に
あ
た
る
織
豊

(

安
土
桃
山)

時
代
を
表
徴
す
る
史
料
が
当
地

区
に
残
さ
れ
て
い
る
。
本
折
町
の
斎
藤
実
家
に

伝
わ
る
慶
長
三
年(

一
五
九
八)

七
月
十
五
日

付
け
の
「
越
前
国
西
方
志
津
庄
内
本
折
村
検
地

帳
」
の
写
し
で
あ
る
。
豊
臣
秀
吉
の
命
を
受
け

た
検
地
奉
行
の
名
は
記
さ
れ
て
な
い
が
、
同
じ

頃
発
給
さ
れ
た
滝
波
町
の
服
部
家
の
朱
印
状

に
は
建
部
寿
徳
の
名
が
見
え
る
の
で
恐
ら
く

本
折
村
の
検
地
奉
行
も
建
部
寿
徳
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
検
地
で
は
ま
ず
村
の
境
界
が
確
定 

「
録
』
で
知
ら
れ
て
い
る
幕
末
の
福
井
藩
士
、

橋
本
左
内
は
安
政
の
大
獄
で
処
刑
さ
れ
た
。
そ

の
時
江
戸
の
獄
中
か
ら
母
梅
尾
に
宛
て
た
手

紙
の
中
に
「
を
ち
さ
ん
に
御
か
い
ち
や
う
御
ざ

候
て
、
に
ぎ
に
ぎ
し
き
よ
し
、
う
け
た
ま
わ
り

申
し
候
。
は
は
上
さ
ま
に
も
、
な
に
と
ぞ
御
つ

が
う
な
さ
れ
御
い
で
あ
そ
ば
し
」
と
の
く
だ
り

が
あ
る
。
訳
せ
ば
「
越
知
山
大
谷
寺
で
、
ご
本

尊
の
ご
開
帳
が
あ
り
、
随
分
に
ぎ
や
か
と
の
こ

と
承
り
ま
し
た
。
母
上
様
も
な
ん
と
か
ご
都
合

を
つ
け
て
参
詣
な
さ
い
」
と
な
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
越
知
山
大
谷
寺
祭
礼
は
江
戸

時
代
に
は
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
て
賑
や
か

に
行
わ
れ
、
特
に
秘
仏
の
御
開
帳
に
は
遠
方
か

ら
も
善
男
善
女
が
押
し
寄
せ
て
賑
わ
い
を
呈

し
た
。 

越
知
山
は
奈
良
時
代
に
泰
澄
大
師
が
開
い

た
と
さ
れ
、
山
岳
信
仰
の
霊
場
と
な
り
、
神
仏

習
合
・
本
地
垂
迹
説
の
広
が
り
と
と
も
に
大
谷

寺
が
成
立
し
て
越
知
山
を
守
護
し
た
。
早
く
か

ら
仏
事
勧
行
を
主
体
と
す
る
衆
僧(

講
衆
方)

と
、
修
験
道
修
行
を
中
心
と
す
る
山
伏(

先
達

方)

と
に
分
か
れ
て
い
て
、
中
世
に
は
講
衆
方 

12

坊
、
先
達
方
19

坊
を
擁
し
て
い
た 

   

あ
る
。 

  

  

た
検
地
奉
行
の
名
は
記
さ
れ
て
な
い
が
、
同
じ

頃
発
給
さ
れ
た
滝
波
町
の
服
部
家
の
朱
印
状

に
は
建
部
寿
徳
の
名
が
見
え
る
の
で
恐
ら
く

本
折
村
の
検
地
奉
行
も
建
部
寿
徳
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
検
地
で
は
ま
ず
村
の
境
界
が
確
定
さ

れ(

村
切)

、 

現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。 

つ
い
で
村
内
の
土
地
を
一
筆
ご
と
に
所
在

(

小
字)

・
地
目(

田
畑
屋
敷
な
ど)

・
面
積
・
等

級(

上
・
中
・
下
・
下
々)

・
生
産
高(

石
高)

を

公
定
し
、
一
地
一
作
人
の
原
則
で
貢
納
責
任
者

(

名
請
人)

を
定
め
検
地
帳
に
登
録
し
た
。
測
量

基
準
は
古
来
の
一
反
＝
三
六
〇
歩
を
三
〇
〇

歩
に
改
め
、
一
間
＝
六
尺
三
寸
、
一
間
四
方
＝

一
歩
、
三
十
歩
＝
一
畝
、
一
〇
畝
＝
一
反
と
統

一
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
検
地
帳
に
よ
る
本
折
村
の
田
畑
の
等

級
別
面
積
と
石
盛
＝
一
反
当
た
り
の
定
め
ら

れ
た
平
均
収
穫
量( 

)

内
は 

上
田 

一
町
三
反
八
畝
一
〇
歩(

一
石
六
斗) 

中
田 

四
町
六
反
一
畝
二
〇
歩(

一
石
五
斗) 

下
田 

五
町
三
反
三
畝
五
歩(

一
石
四
斗) 

荒
田 

五
町
七
反
ニ
畝(

一
石
四
斗) 

上
畠 

二
反
一
畝(

一
石) 

中
畠 

二
反
六
畝
十
二
歩(

八
斗) 

下
畠 

四
反
一
畝(

六
斗) 

荒
畠 

一
町
一
反
一
畝(

六
斗) 

桑
畠 

一
反
七
畝
十
五
歩(

一
石
五
斗) 

屋
敷 

一
反
四
畝
ニ
歩(

一
石
五
斗) 

 

総
高 

二
百
七
十
二
石
九
斗
三
升
六
合 

此

反
別 

十
九
町
二
反
一
畝
二
十
七
歩
と
あ
る
。 

こ
の
屋
敷
地
を
含
め
た
総
高
が
年
貢
の
基
準

と
さ
れ
る
。 

 

こ
の
検
地
が
い
か
に
徹
底
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
か
、
本
折
村
の
特
徴
は
何
か
に
つ
い
て

は
次
号
で
述
べ
た
い
。 

参
考
文
献
『
清
水
町
史
』『
福
井
県
史
』 
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月 火 水 木 金 土 日 
1 2 3 4 5 6 7 

休館日 放課後子ども教室 

（開室式） 

・西公会会議 

 

 ・ハンドメイド ★花壇講習会 

・ヨガ 

行政配布 

 

 

8 9 10 11 12 13 14 

休館日 

 

放課後子ども教室 

 

★すくすくひろば 

・水引手芸 

 

 ・ヨガ 

 

  

15 16 17 18 19 20 21 

休館日 

 

放課後子ども教室 

 

   ・ヨガ 行政配布 

 

休館日 

 

22 23 24 25 26 27 28 

休館日 放課後子ども教室 

 

★えいごといっしょ 

・水引手芸 

 

★志津チャレンジ

隊 

 

・ヨガ  ※市総合防災訓練

は中止となりまし

た。 

29 30      

休館日 

 

放課後子ども教室 

 

 

 

 

 

 

  ★教育事業 

・自主グループ 

       

       自治連合会長 

中島 雅夫氏 

 

「
深
く
知
り
た
い
志
津
の
歴
史
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
水
西
公
民
館
長 

内
田
建
一 

 

本
折
村
の
太
閤
検
地
帳 

 

No.14 

【
す
く
す
く
ひ
ろ
ば
①
】 

 

と 

き 
 

令
和
２
年
６
月
10

日
（
水
） 

 
 
 

10

：

00

～
11

：

00 
と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

対 
象 

  

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
児
と 

そ
の
保
護
者 

内 

容 
 

リ
ト
ミ
ッ
ク
①
＆
健
康
教
室 

講 

師 
 

清
水 
弘
美 

氏
、 

 
 
 
 
 

吉
岡 

依
里
子 

氏
（
保
健
師
） 

参
加
費    

お
子
様
一
人
に
つ
き
200

円 

申
込
締
切  

６
月
３
日
（
水
） 

 

【
志
津
チ
ャ
レ
ン
ジ
隊
①
】 

 

と 

き 
  

令
和
２
年
６
月
25

日
（
木
） 

 
 
 

15

：

40

～
17

：
15 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

対 

象 
 

清
水
西
小
４
～
６
年
生
の
児
童 

内 

容 
 

西
公
窯
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど 

材
料
費 

 

２
，
０
０
０ 

円
（
年
払
） 

申
込
締
切 

６
月
６
日
（
土
） 

※
対
象
児
童
に
チ
ラ
シ
を
配
布 

【
え
い
ご
と
い
っ
し
ょ
①
】 

 

と 

き 
 

令
和
２
年
６
月
24

日
（
水
） 

 
 
 
 
 

10

：

00

～
11

：

00 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

和
室 

対 

象 
 

地
区
在
住
の
０
～
３
歳
児
と 

そ
の
保
護
者 

内 

容 
 

Hello

！
英
語
で
ご
あ
い
さ
つ 

講 

師 
 

山
本 

康
代 

氏 

参
加
費 

 

お
子
様
一
人
に
つ
き
200

円 

申
込
締
切  

６
月
３
日
（
水
） 

 

【
志
津
キ
ッ
ズ
隊 

（
放
課
後
子
ど
も
教
室
）】 

 

と 

き 
  

令
和
２
年
６
月
２
日
（
火
）
か
ら 

 
 
 

15

：

00

～
17

：
00 

毎
週
火
曜
日 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

対 

象 
 

清
水
西
小
１
～
３
年
生
の
児
童 

内 

容 
 

宿
題
、
ク
ッ
キ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ 

材
料
費 

 

２
，
０
０
０ 

円
（
年
払
） 

 

5

月
19

日
か
ら
貸
館
、各
自
主
グ
ル
ー
プ

活
動
、公
民
館
事
業
に
つ
い
て
は
、一
定
の
条
件

下
で
利
用
で
き
る
こ
と
に
な
り(

裏
面
参
照)

、

活
動
再
開
を
希
望
し
た
自
主
グ
ル
ー
プ
の
み
、

月
予
定
表
に
記
載
し
ま
し
た
。 

条
件
が
緩
和
さ
れ
次
第
、随
時
自
主
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。 

 

講
座
、教
室
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、必
ず
マ
ス

ク
着
用
で
お
願
い
し
ま
す
。 

【
花
の
ま
ち
ラ
ン
プ
の
ま
ち
づ
く
り 

花
壇
講
習
会
】 

 

と 

き 
 

令
和
２
年
６
月
５
日
（
金
） 

 
 
 

19

：

00

～
20

：

45 

と
こ
ろ 

 

清
水
西
公
民
館 

大
会
議
室 

対 

象 
  

花
壇
関
係
者
、
地
区
住
民 

内 

容 
 

花
苗
配
布
、
花
苗
の
育
て
方 

講
習
会 

講 

師 
 

渡
辺 

寛
幸 

氏 

※
花
苗
配
布
時
間 

18

：

30

～ 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、変更、延期になることがあります。公民館までご確認ください。 

清水西公民館 ☎＆FAX 0776-98-4560 (9:00～17：00月曜日、第三日曜日休館日) 



                       

                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【支出】  （単位：円） 

項  目 決算額 備  考 

■親切奉仕部門   

賃借料 5,000 高圧洗浄機借用料 

消耗品費 17,740 門松材料、見守り隊セット 

負担金 3,000 あすの福井県を創る協会会費 

■郷土美化部門   

賃借料 3,000 花壇審査車両借用代 

消耗品費 137,839 苗、土、額、プランター等 

計 166,579  

事業名 教室名 内容 

★公民館まつり 

３青年教育事業 

５地域課題（交通対策） 

※自主グループ活動 

⑰公民館まつり 

⑤新成人のつどい 

⑯身近な地域交通 

 

・各種団体発表、地域交流の場 

・実行委員会15回 、 つどい  

・会議、学習 

事業名 教室名 内容 

１家庭教育事業 

 

２少年教育事業 

 

３青年教育事業 

 

 

４福井学事業 

 

 

５地域課題（市民ＩＴ） 

５地域課題（伝統文化伝承） 

※放課後子ども教室 

①すくすくひろば   

②えいごといっしょ 

③志津チャレンジ隊 

対象：4～6年児童 

④しみず西遊輝 

 

 

⑥歴史・文学散歩 

⑦志津の庄ふるさと探訪 

⑧地域をつなぐ狼煙の道 

⑬教えてタブレット！ 

⑭睦月神事を知ろう 

☆志津キッズ隊 

対象1～3年児童 

・子育てひろば 

 

・英語を使ってクッキング、ゲームなどの活動 

 

・キャンプ 

・イルミネーション 

・交流イベント  

・歴史講座、文学講座 

・地域の歴史を学びながら散策 

・山城跡で、狼煙の実証  

・タブレット講座 

・睦月神事の伝統文化講座 

・宿題、クッキング、スポーツ、遊び   

事業名 教室名 内容 

５地域課題（健康長寿） 

５地域課題（環境意識） 

 

 

５地域課題（防犯防災） 

５地域課題（豊かな地域づくり） 

 

 

 

５地域課題（世代間交流） 

 

 

５地域課題（環境意識） 

 

⑨いきいき教室（健康・体操） 

⑩リサイクル教室 

 

 

⑪安全安心教室 

⑫花のまちランプのまち 

 

 

 

⑮伝承料理継承 

 

 

⑱美化サポート 

 

・健康講座・ストレッチ講座 

・施設見学 

・自然エネルギー活用推進について 

・エコクッキング 

・見守り隊活動、AED教室 

・寄せ植え教室 

・花壇講習、花壇審査 

・表彰式 

・門松作り、 撤収 

・減塩梅干し作り 

・ピザ作り、こうじ味噌作り 

・地域の郷土料理 

・大掃除 

 

【収入】  （単位：円） 

項  目 決算額 備  考 

市補助金 28,000  

市民協力金 43,750 50円×875世帯 

自治会協力金 100,000 
花いっぱい運動 

花苗代 

繰越金 13,880  

雑収入 7,000 門松材料一部 

計 192,630  

令和元年度不死鳥のねがい（福井市市民憲章）推進協議会支部実践活動収支決算報告 

次年度繰越金 

収入192,630円-支出166,579円＝26,051円 

令和2年度会計へ 

公民館ご利用のみなさまへ 

① 入館簿の記載(必要に応じて保健所等公的機関に提供します) 

② 手洗い励行 

③ 咳エチケットの確認（マスク着用） 

④ 窓の開放又は定期的な換気の実施 

⑤ 短時間開催（原則１時間以内） 

⑥ 調理や会食等は行わない 

⑦ 隣との間隔を十分確保（目安：半径１ｍの円内に１人） 

⑧ 他人との接触を避ける（対面での会話や握手等を行わない） 

⑨ 退館時には自分が触れた場所等の消毒、清掃等を実施 

ご不便をおかけしますが 

感染拡大防止のためみなさまの 

ご理解とご協力をお願いしたします。 

 
 

放課後子ども教室 
令和2年5月8日実施 
 

当初の世手では５月に花の球根を植えることになっていま

したが、活動に至らないまま、芽が出てきたため、急遽役員で 

道路沿いの10個のプランターに、ダ 

リアの球根を植えました。 

これから、カラフルな大輪の花が出てく 

るのが楽しみですね。６月にはひまわり 

の苗を移植する予定です。 

お 知 ら せ 
 

5月19日(火)から公民館は下記の条件のもと再開できるように
なりました。                 〔生涯学習課5月15日通知より〕 

 
・貸  館 … 9時～17時 地域団体に限る 
・自主グループ … 9時～17時 地区住民に限る 
・事  業 … 受講者等を集めて行う場合は屋外での実施に 

限る  ※地区外での活動等は自粛ください。 
 

・複数団体の同一時間帯での使用は認めません。 
・一度の使用者は10人程度とする。 
・入退館時の接触を避けるため、使用時間の間隔を十分にとること。 
 
※今後の感染状況を見ながら、適宜見直します 

清水西公民館事業推進部会は、つどう（交流）委員会、まなぶ（学習、活動）、委員会、むすぶ（支えあう、つなぐ）委員会

で構成し、各事業を進めています。 


